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七ヶ宿町の概要
七ヶ宿町は蔵王連峰の南麓，宮城県の最南西部に位置し，福島・山形の両県と境界を接し，奥羽山脈

の東南斜面の一帯を占め，周囲９１ｋｍにおよぶ広大な高原の町です。

山形県境の金山峠に源を発する白石川は，蔵王連峰からの涙流を集め，町のほぼ中央を潤し，これに

沿うようにして集落が形成されています。地域の大部分が山林原野ですが，自然が破壊されずに残って

おり，青い空と四方の山々とが美しく調和して，さながら盆景のような観を呈しています。

また観光スポットとしても，宮城県随一を誇る七ヶ宿ダムと七ヶ宿ダム自然休養公園，水と人との関

わりを伝える七ヶ宿町・水と歴史の館，グラススキー・マウンテンボード・パラグライダーなどを夏場

でも楽しめるみやぎ蔵王七ヶ宿スキー場，アウトドアフィールドとして人気の高い南蔵王青少年旅行村

など，自然と触れあえる多彩な施設が整っています。



＜町 章＞ ＜町の花・乙女ゆり＞

。 ，町名の「七」の字を，平和の使徒・ハトを ユリ科の多年草 本町の山野に自生しているが

もって図案化したものです。勢いよく羽ばた 他にはあまり見ることのできない希少な花として

く姿に，将来の町の飛躍と発展の願いを込め 知られている。雄しべは短く葯は黄色で，花弁は

て表現しています。このデザインは町制施行 美しい淡桃色。自然の条件に恵まれた本町では栽

１０周年を記念して，昭和４１年９月に制定 培もされています。

されました。また町制施行２５周年には町民

憲章を制定し，さらに公募により町木，町花，

町鳥なども制定されるにいたりました。

＜町の鳥・山鳩＞ ＜町の木・こぶしの木＞

雌の雉に似るため別名を雉鳩とも言う。 モクレン科の落葉高木で，山野に自生している

多くは里山の樹林地に生息し，猛々しい気 が観賞用にも栽培され，春の初めに葉に先立って

性の反面，仲むつまじい習性を持つため， 芳香のある白色大形の花を咲かす。本町ではマン

昔から平和の象徴ともされている鳥です。 サクととともに，雪解けの頃一番早く山を賑わせ

てくれる花木です。
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２．教育基本方針

宮城県教育基本方針

地球社会の未来を望み 命あるすべてのものと 支え合いながら
主体的に生きる 心ゆたかな人間の形成と 魅力あるふるさとづくりをめざし

◇ たくましさとやさしさを培う学校

◇ 学びと潤いにみちた地域社会

◇ か お り 高 い 芸 術 文 化

◇ 感 動 と 活 力 あ る ス ポ ー ツ

を重点に県民の生涯にわたる学習の充実に努める。

大河原管内生涯学習基本方針

， ， ，一人一人が心豊かで 充実した生活ができる生涯学習社会の実現を目指し 関係法令
「みやぎ新時代教育ビジョン」及び「宮城県教育基本方針」に基づき，学校教育と社
会教育の教育機能の充実と連携・融合を図り，生涯にわたる学習の充実に努める。

１ 基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と個性を生かす教育の推進
２ 生涯にわたる学習の充実を図る社会教育の推進
３ 学校教育と社会教育の連携・融合
４ 市町教育委員会と連携・協力を図った教育行政の推進

〔学校教育の基本方針〕
， ，各学校の創意工夫を生かし 児童生徒の充実した学校生活の実現を期すとともに

生きる力をはぐくみ，生涯学習の基礎を培う。

〔社会教育の基本方針〕
人々が豊かで生きがいのある生活と自己実現を図れるよう 主体的・自主的に 学， 「

ぶ，実践する，交流する」ことができる学習の推進に努める。

七ヶ宿町教育基本方針

日本国憲法，教育基本法の精神並びに宮城県教育基本方針と地域の実態に
即応しながら

安 全 で 楽 し く 学 べ る 学 校

互 い に 助 け 合 う 地 域 社 会

芸術文化を愛し，積極的にスポーツに取り組む町民

を重点に町民の生涯にわたる学習の充実に努める。
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Ⅰ 【学校教育の基本方針】．

１．新しい時代に即応した教育

， ， ， ，(1)新しい教育観にたち 子どもの個性や可能性を活かし 自ら学ぶ意欲や思考力 判断力
表現力の能力育成を図る。

(2)時代の変化に対応し，たくましく生きる態度の育成を図るため，国際化，科学技術の変

化，情報化，産業・人口構造の変化など，広い視野で学習し，的確に理解・判断・実践
のできる児童生徒の育成を図る。

２．新しい教育課程の工夫と創造

(1)自己実現を図ることができ，多様な個性と創造性を発揮できる質の高い学術文化，スポ
ーツの育成を目標に，基礎・基本を重視し，多様で弾力的な指導を行う。

(2)体験的・問題解決的な学習を重視し，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ 「何を学，

ぶか」の学習の仕方を身につけさせる。

３．一人ひとりを活かす主体性の育成
(1)授業時間数の確保，指導内容の重点化，個に応じた指導を行う。

(2)多様な学習形態の工夫，情報活用の育成に努め，学ぶ側に立った授業改善を行う。

４．専門性を高める研修と教職員の指導力の向上
(1)教職員の使命は指導力の向上にあり，絶えず広い視野と自己確立によって，識見と能力

が得られる。そのため，日頃の研究修養に努めその成果を指導に活用し，学習指導内

容を工夫，改善していく。

５．自己実現を図る生徒指導
(1)児童・生徒の実態を常時把握し，自己の成長と社会生活を営む力を身に付けさせる。

(2)教育の基本は家庭にあることから，学校と家庭の相互理解を深めていく。

６．教育施設の整備
(1)ゆとりと潤いのある学習環境づくりと，地域の人々の学習を積極的に支援できるよう，

開かれた学校づくりに努める。

(2)時代の推移をよく見つめ，積極的に質的整備の一層の充実を図る。

７．総合的な学習指導
(1)自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，幅広く問題を解決する資質

や能力を育てる。
(2)学習力や思考力の向上と，問題解決や探究活動に主体的かつ創造的に取り組む姿勢を育

み，自己の生活について考えることを指導する。

(3)自然体験，社会体験等を取り入れた学習内容を研究し，生まれ育ったふるさとを正しく
認識できるようにする。

８．ＩＴで築く確かな学力

， 。(1)ＩＴの適切な活用を通じた 情報を主体的に選択・判断等できる問題解決能力を育てる
(2)学年・学校間の枠を越えた交流等による思考力，判断力，表現力を育てる。

(3)生きた豊富な情報を活用した学ぶ意欲の向上，学ぶ楽しさを実感できる主体的学習の実
践を図る。

( )学校の枠を越えた教職員間のコミュニケーション，情報の共有を通じたよりよい授業づ4
くり，蓄積・共有された教材の効率的な活用を図る。

３



Ⅱ【社会教育の基本方針】

１．生涯学習の体制の確立

(1)調和のとれた人間形成を追求するため，個に応じて自主的・主体的に学習できる

機会が得られるよう，生涯学習の体系的整備に努める。

(2)心豊かで生きがいのある生活を創造し，住民の連帯意識を高め，活力ある地域づ

くりに主体的に参加する住民の意欲と目的意識の高揚に努める。

２．地域特性の再確認と活性化

(1)地域社会環境の再確認により，その活動活動への参加の拡大を図って，地域の特

性を活かした魅力あるふるさと創りをすすめる住民の育成に努める。

３．家庭、地域の教育力の高揚

(1)教育の原点は家庭教育にあることから，学校・社会との連携を強め，青少年の健

全育成に向けて教育力の充実に努める。

４．学社（家庭教育・学校教育・社会教育）連携の推進

(1)学校教育を生涯学習の一環としてとらえ，家庭教育・学校教育そして社会教育の

連携・融合（人的・物的交流）が必要と考えられることから，これを推進すると

ともに，この推進活動が生涯学習の一翼を担うものとしてその充実を図る。

５．生涯スポーツの推進

(1)生涯にわたる健康の増進と体力向上を目指し，住民の楽しめるスポーツ環境の整

備充実を図る。

(2)スポーツ活動を積極的に支援し，感動と活力のある競技力の向上に努める。

６．芸術・文化の振興

(1)豊かな心，情操の涵養は，文化・芸術によって醸成されることから，芸術・文化

団体の育成・充実を図る。

(2)文化・芸術の向上は，絶えざる努力と，優れたかおり高いものにふれあうことで

あり，鑑賞機会の充実に努める。

７．文化財の発掘と伝承

(1)貴重な郷土の文化遺産の保存伝承は，未来に向けての責務である。歴史資料の理

解は，郷土開発の素材であることから，文化財保護思想の普及を図る。

(2)文化財を正しく理解する活動を進め，誇り得る郷土の見直しに努める。

４



３．財政               平成１８年度の教育予算(当初予算）

５

教育費　歳出予算内訳

小学校費
358,606千円
（73%）

教育総務費
57,001千円
（11％）

保健体育費
24,960千円
（5%）

社会教育費
47,137千円
（9%）

中学校費
10,055千円
(2%）

社会教育費　歳出予算内訳

開発センター費
1,048千円
(2%)

社会教育総務費
16,688千円
(35%)

文化財保護費
258千円
(1%)

公民館費
10,796千円
(23%)

水と歴史の館
運営費
12,037千円
(26%)

活性化センター費
6,310千円
(13%)

一般会計に占める教育費の割合

 一般会計
2,500,000
　千円

内、教育費
497,759千円
　（20%）



平成１８年度教育費項目別予算（当初予算）
（単位：千円）

（項）小 学 校 費 （項）中 学 校 費

（目）学校管理費 （目）学校管理費
節 細 節

関 小 学 校 湯原小学校 七ケ宿中学校

報 酬 ６３ ６３ ６３

賃 金 ０ １２２ ５５

報 償 費 １５３ １１５ １３７

旅 費 ２０ ２０ ２０

消 耗 品 費 ６１８ ４５５ ４７０

印刷製本費 １１４ ９４ １００

燃 料 費 ４７７ ５６３ ６９０

光 熱 水 費 １，６９２ １，３９１ ２，２４８
需 用 費

修 繕 費 １００ １００ ８０

医薬材料費 ３８ １７ ３４

被 服 費 ９ ８ ０

図 書 費 １１ ７ １３

役 務 費 ７４６ ４０５ ４５９

委 託 料 ５，２５０ ４，１２７ １，１５２

使用料及び賃借料 ３２７ ２４１ ２９０

工事請負費 １２８，９７１ １７８，４００ ０

原 材 料 費 １６ ４５ １４

７８備品購入費 ２０，２８５ ８，０００

計 １５８，８９０ １９４，１７３ ５，９０３

（項）小 学 校 費 （項）中 学 校 費

（目）教育振興費 （目）教育振興費
節 細 節

関 小 学 校 湯原小学校 七ケ宿中学校

消 耗 品 費 ２３９ １１９ ４２０
需 用 費

図 書 費 ２８１ ２３８ ８９０

０役 務 費 ０ ８７

使用料及び賃借料 ２，２４０ １，６２７ ２，０５０

備品購入費 ８０ １０１ １８０

負担金及び交付金 １１８ １１５ ５１０

扶 助 費 ２９８ ０ １６２

計 ３，２５６ ２，２８７ ４，１５２

６



（単位：千円）

（項）社 会 教 育 費

社会教育総 文化財保護 公民館費 水と歴史の 活性化セン 開発センタ

節 細 節 務費 費 館運営費 ター費 ー費

報 酬 1,363 89 1,008 2,364 ― ―

給 料 7,389 ― ― ― ― ―

職員手当等 4,560 ― ― ― ― ―

共 済 費 2,078 ― ― ― ― ―

賃 金 ― ― 51 44 ― ―

報 償 費 ― 20 848 20 ― ―

旅 費 8 18 262 17 ― ―

消 耗 品 費 41 60 460 220 24 36

印刷製本費 225 ＿ 76 546 9 ―

燃 料 費 ― ― 27 136 544 24

光 熱 水 費 ― ― 1,640 1,956 1,470 570

需 用 費

修 繕 費 ― ― 309 150 30 30

医薬材料費 ― ― 10 ― ― ―

図 書 費 ― ＿ 50 30 ― ―

食 糧 費 ― ― 18 ― ― ―

役 務 費 10 ― 1,056 307 204 101

委 託 料 ― 70 847 5,590 3,916 275

使用料及び賃借料 ― ― 483 541 113 12

工事請負費 ― ― 3,443 495 ― ―

原 材 料 費 ― ― 50 50 ― ―

備品購入費 ― ― 60 ― ―

負担金及び交付金 1,014 1 158 6 ― ―

計 16,688 258 10,796 12,037 6,310 1,048

７



４．小中学校の概要

Ⅰ．小・中学校一覧

校 別 学 校 名 所 在 地 電話番号 校 長 名 開校記念日 校 木

さらさどうだん関 小 学 校 七ケ宿町字利津保１６－１ 37-2320 菅原 紀治 ５月 ８日

小学校

湯原小学校 七ケ宿町字町裏８１ 37-3125 髙橋 昇 ５月１８日 こ ぶ し

中学校 七ケ宿中学校 七ケ宿町字瀬見原１ 37-2360 櫻田 博 ４月１７日 ななかまど

Ⅱ．教職員数

学 校 名 県 費 教 職 員 町職員 校 医 等

合

校 校 教 教 栄 事 用 Ａ 校 眼 耳 歯 薬養

職 名 養 務 医護

別 務 Ｌ 計 鼻 剤 計計

（

内科校 名 職 職 計教

長 頭 諭 員 員 員 Ｔ 科 科 科 師諭

）

関 小 学 校 1 1 7 1 1 12 0 0 0 １２ 1 1 1 1 1 50 1

小学校 湯原小学校 1 1 4 1 0 8 0 0 0 ８ 1 1 1 1 1 50 1

計 2 2 11 2 1 2 20 0 0 0 ２０ 2 2 2 2 2 100

七ケ宿中学校 1 1 6 1 0 11 0 1 1 １２ 1 1 1 1 1 51 1

中学校

計 1 1 6 1 0 11 0 1 1 １２ 1 1 1 1 1 51 1

合 計 3 3 17 3 1 3 31 0 1 4 ３２ 3 3 3 3 3 151

教
員
補
助
・
講
師

８



Ⅲ．学級・児童・生徒数

（１）小学校

学校名 学年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 特殊 合 計

人数 １１ ８ ９ １０ ９ １１ ０ ５８

関小学校

学級 １ １ １ １ １ １ ０ ６

人数 ４ ５ ８ ２ ２ ３ ０ ２４

湯原小学校

学級 １ １ ０ ４１ １

人数 １５ １３ １７ １２ １１ １４ ０ ８２

合 計

学級 ３ ３ ０ １０４

（２）中学校

学校名 学年 １ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年 特 殊 合 計

人数 １１ ９ １６ ０ ３６

七ケ宿中学校

学級 １ １ １ ０ ３

９



Ⅳ．児童・生徒数の推移

Ⅴ．校医等一覧

校 医 等

校 別 校 名

内 科 眼 科 歯 科 耳 鼻 科 薬 剤 師

関 小 学 校 佐 藤 貫 洋 大 橋 利 史 亘 理 孝 雄 大 沼 秀 行 高 木 正 則

小学校

湯原小学校 佐 藤 貫 洋 大 橋 利 史 亘 理 孝 雄 大 沼 秀 行 高 木 正 則

中学校 七ヶ宿中学校 佐 藤 貫 洋 大 橋 利 史 亘 理 孝 雄 大 沼 秀 行 高 木 正 則
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８．学校要覧

校 木 さらさどうだん七ヶ宿町立関小学校
開校記念日 ５月８日

所 在 地 宮城県刈田郡七ヶ宿町字利津保１６－１

郵便番号 989-0525 電話 0224-37-2320 ＦＡＸ 0224-37-2326

e-mail chief@seki.myswan.ne.jp

（１） 教職員数

職名 校長 教頭 教諭 校医 計養護教諭 事務職員 栄養職員 町費職員 教員補助員講師 薬剤師

男 １ １ ４ １ ４ １ １２

女 ３ １ １ ５

計 １ １ ７ １ １ １ ４ １ １７

（２） 児童数

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 計

学級数 １ １ １ １ １ ６１

児 男 ７ ６ ５ ８ ３８５ ７

童 女 ４ ３ ３ ３ ４ ３ ２０

数 計 １１ ８ ９ １０ ９ １１ ５８

１１



学校の沿革の概要

年 度 事 項 校 長（年度） 年 度 事 項 校 長（年度）

明治６ 関小学校創立 (齋藤佐十郎) はあと記念財団から研究助成金， 千葉 節夫58
( 月 日・渡部丁七宅) (明 ～) ふるさと農業少年団結団 ( ～ )5 8 6 56 58
滑津尋常小学校設置 (須藤林太郎) 校舎大規模改修（屋上屋根・ 外部 菊地 春雄59

９ 渡瀬小学校設置 ( ～ ) 塗装） ( ～ )32 35 59 61
渡瀬・横川分教場 (永井 長治) 愛鳥モデル校指定（県）14 60
七ヶ宿村立七ヶ宿尋常小学校 ( ･ ～) 校地内通学路改修，駐車場舗 装22 36 41 61
関分教場となる (石井 安蔵) ＪＲＣ活動優良校（県） 伊藤 康弘62
追見冬季出張教場 ( ～ ) 大河原地区へき地教育研究会会場校 ( ～ )37 37 40 63 62 63
小学校令改正，義務年限延長 (相沢 富蔵) 平成元 小教研（特活）会場 渡部 洋41
５・６年増置し，２学級編成 （祝 美松) 七ヶ宿ダム付替道路竣工式に鼓笛隊 ( ～ )平成元 3
になる ( ～ ) 出演( )43 44 8.24
校舎新築移転（現在地） 祝 美松 ２ 県緑の会より花壇コンクール奨励賞45
七ヶ宿村立関尋常小学校と改称 ( ～ ) を受ける45 2大

高子 栄六 学校給食共同調理場移転
大正 便所新築 ( ～ ) ３ 花壇コンクール奨励賞12 3 4大 県緑の会

高等科を併設（１学級，関尋常高 大野 儀蔵( ) ４ 県環境教育モデル校指定 柳沼 光吾13 5）
等小学校と改称（４学級編成） 西村 謙吾 町体育館舞台ひき幕設置 ( ～ )平4 6

( ～ ) ５ 管内愛鳥モデル推進校6 7
大河原地区へき地教育研究会場校15 校門建立・校庭拡張 蜂谷儀右工門

( ～ ) よい歯の学校表彰8 9
昭和４ ４教室増築，旧東校舎トタン葺 ６ 管内小教研（社会）会場校

遠藤 真鉄 よい歯の学校表彰 焼却炉設置工事
９ 大深沢出張教授所開設 ( ) 青少年赤十字活動表彰10 11～

校旗制定 星 厚 ( ) ７ 校舎内全塗装 よい歯の学校表彰 及川 義行12
大深沢分教場設置（児童数 名） 古山 昌雄 ８ 校庭内車道の新設 ( ～ )12 24 7 8平

( ) 管内初任研会場校13 11～昭
学制改革により関国民学校と改称 千葉 想一 ９ 旧給食センター解体 頴川 弘一16

( ) 管内小教研（書写）会場校 ( ～ )12 14 9 10～ 平
よい歯の学校表彰

湯原国民学校滑津分教場を関学区 山田 昌雄 子どもの広場設置18 10
に編入 ( ) 食堂配膳台改修15 17～
横川分教場設置認可 石田 兵蔵 よい歯の学校表彰21
追見分教場設置認可 ( ) 校地周囲フェンス改修 小野 琢磨22 18 19 11～
学制改革により七ヶ宿村立関小学 阿部 正勝 家庭科室床改修 ( ～ )平１１ 13
校と改称 ( ) 全校児童ケナフ栽培20 23～
学校給食開始（ミルク・汁) よい歯の学校表彰23
給食優良校として県教委表彰 尾形 繁治 理科室床改修24 12
横川分校校舎新築 ( ) 朝の全校読書タイム24 26～
父母教師会発足 放送教育開始 給食室壁紙のはり替え25
長老分校校舎新築，校歌制定 滅菌機の設置
横川分校県指定公開 よい歯の学校表彰26
創立 周年記念事業 大泉 養三郎 食堂温蔵庫取替27 80 13
本校東校舎・追見分校校舎新築 ( ) 食堂配膳台補修29 27 29～
滑津分校県指定公開 学校植林コ よい歯の学校表彰
ンクール努力賞 渡瀬分校新築 角張 松三 テラスの塗装30

( ) 玄関前舗装30 32～
渡瀬分校県指定公開，本校水道設 小鴨 清一郎 駐車場防犯灯設置33
備 ( ) 雪囲い補強33
追見分校県指定公開，長老・横川 黒沢 進 トイレ大改修工事 江戸 寿35 14
・ 滑津分校水道設備 ( ～ ) コンピューター増設 ( ～ )34 37.7 15平１４
県指定緑化教育公開，学校植林コン 森 良一 遊具全面塗装工事37
クール２位 鼓笛隊編成 ( ～ ) コンピューター室冷暖房設置37.8 39
長老分校改築 インターフォン設置
ＪＲＣ加盟，緑化コンクール 食堂ロールカーテン設置38
全国特選第１位 コンピューター室冷暖房設置
校章制定，校旗樹立式 石田 嘉兵衛 よい歯の学校表彰（ 年間）39 10
ソニー賞優秀校，学校設備調査優 ( ) 情報機器増設41 40 41 15～
良校として文部大臣賞を受ける 黒板張替え（６教室）
渡瀬・追見・横川・滑津各分校本 尾山 盛雄 ＡＬＴによる英語授業開始42
校に統合され，統合校舎完成まで分 ( ) 管内小教研（給食部会）会場校42 43～
教場となる よい歯の学校表彰
県指定統計教育公開，安全教育優 校舎内水道配管取替え工事 菅原 紀治16
良校（県） 大深沢分校廃止 湯沸かし器設置（保健室） ( ～ )平１ 6

（ ）43 特殊学級設置 完全給食開始 コンピュータ入れ替え １５台
学校図書館優良校（県） よい歯の学校表彰
統合校舎新築 我妻 実 全国学校給食文部科学大臣表彰17

（ ）46 44 46ＪＲＣ活動優良校（県）十字池造 ( ～ ) ９月
成 阿部 勝一 コラボスクール推進校
小教研（国語，大河原地区へき地 ( ～ ) （１７，１８年度）47 47 49）
教育研究会場校 テレビドアホン設置（４月）
開校 周年記念事業 熊谷 和夫 体育館新築工事開始（７月）48 100
長老分校本校に統合 ( ～ ) 校舎裏杉伐採（１０月）54 50 52
福祉教育普及指定校（３年） 石沢 清 よい歯の学校表彰56
木造２階東校舎解体，食堂新築， ( ～ )57 53 55
食堂給食開始，陶芸室新築

１２



 １３

 

本年度重点的に取り組む特色ある教 
 

①個別支援計画（個別支援票）に基づいた個に応じたきめ細かな指導を行い，確か

な学力の育成に努めます。（特に算数科） 

②地域の特色を生かした活動（しいたけ栽培，カブトムシ飼育，全校登山，社会教

育との融合）を実施します。生活科，総合的な学習の時間の中で，自然豊かな体

験活動を行います。 

③防犯教育，防災教育に力を入れ，安全な学校を目指します。 

④年３回の持久走大会を実施し，体力の向上を図ります。 

⑤年６回のスキー教室を実施し，体力の向上を図ります。 

⑥縦割り活動（異学年集団による清掃活動，給食，集会活動）を重視し，リーダシ

ップ，フォローシップを育てます。 

⑦学校教育活動全体の中で学校ボランティアとの連携を図り，豊かな教育活動を実

践します。 

  ＜教育目標＞        

 やさしく，たくましく，たのしく学ぶ児童の育成    

 

       めざす児童像         

○やさしく学ぶ子 

○たくましく学ぶ子 

○たのしく学ぶ子 
 

 
 

学校経営方針 

「け・と・ちの教育」の一層充実をめざし，教職員一人一人が， 

学校経営協働参画者としての強い意識と自覚をもち，開かれた， 

特色のある教育活動の推進に努める。 

   ○けいこ「けの教育」 

読み・書き・計算・走（体）を中軸とした学びの基礎固めの教育 

   ○とも学び「との教育」 

友達と共に・教師と共に・地域（人，もの）と共に学びを豊かに 

する教育 

   ○ちゃれんじ「ちの教育」 

郷土七ヶ宿の森・水・生命を通して学びを獲得する教育 

 
 

 

 



３年･･･「食」に関する地域学習
４年･･･「水（環境 」に関する地域学習）
５年･･･「もの（産業 」に関する地域学習）
６年･･･「ひと（福祉 」に関する地域学習）

１４
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校 木 こぶし七ヶ宿町立湯原小学校
開校記念日 ５月１８日

所 在 地 宮城県刈田郡七ヶ宿町字町裏８１

郵便番号 989-0657 電話 0224-37-3125 ＦＡＸ 0224-37-3143

1 教職員数

職 名 校長 教頭 教諭 講師 校医 計 ※町費職員２人が、養護教諭 事務職員 薬剤師 町費職員
男 １ １ ４ ０ ０ １ ４ １ ０ １２ 町内小中学校３校を
女 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ３ かけ持ちです。
計 １ １ ４ ０ １ １ ４ １ ２ １５

2 学級、児童数

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計
学級数 １ １ １ １ ４
児 男 １ １ ３ １ １ ３ １０
童 女 ３ ４ ５ １ １ ０ １４
数 計 ４ ５ ８ ２ ２ ３ ２４

3 学校の沿革
明治６ 東光寺に湯原小学校として開校 昭和 ふるさと農少推進校指定５８

〃 字横町１２に校舎新築移転 〃 学校給食優良校文部大臣表彰
明治 七ヶ宿尋常小学校と改称 平成２ お館「遊歩道・広場」整備２３
明治 湯原尋常小学校と改称 平成４ 観察池完成４５
昭和 七ヶ宿村立湯原小学校と改称 平成６ 関小との合同修学旅行開始２２
昭和 校歌制定 平成７ 関小との合同野外活動開始２８
昭和 校章制定 平成８ わらじで歩こう七ヶ宿初参加２９
昭和 七ヶ宿町立湯原小学校と改称 平成９ 国際交流活動開始３２
昭和 グランドピアノ購入 〃 雪像コンテスト最優秀賞３８
昭和 生乳給食開始。ジャングルジム設置 平成 低鉄棒設置。オイルヒーター購入４０ １０
昭和 干蒲、峠田児童バス通学開始 平成 児童用パソコン設置４４ １１
昭和 特殊学級開設。干蒲冬季分教室開設 平成 インターネット接続開始４５ １２

〃 県緑化コンクール入賞 平成 町指定｢心を育む教育活動｣１３
昭和 湯原小中プール落成 大規模内装工事 集会室設置４６ 平成１４
昭和 創立１００周年式典 〃 校内 接続４８ LAN
昭和 県指定「へき地分校教育」公開 平成 学校案内板設置５７ １５
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4（１） 学校経営の基本姿勢
小規模校の長所を生かし地域に根ざした特色ある教育活動を推進すると共に、児童一人一人の

個に応じた指導の充実と基礎・基本の定着を図り、確かな学力を身につけた「知・徳・体」の調

和のとれた児童の育成に努める。

学校経営の方針（２）

・複式学習指導の工夫・自ら学ぶ児童の育成
・心豊かな児童の育成 ・教職員の資質の向上

・心身ともにたくましい子どもの育成 ・学校と地域の連携・融合

・生きる力の育成

目指す学校像（３）

・一人一人の子どもが輝く学校

・教職員が生き生きと協働する学校

・地域と共に歩む開かれた学校

目指す教師像（４）

・常に子どもの可能性に目を向ける教師

・専門性と創造性に富む教師

・信頼される教師

学校教育目標具現化の構造（５）

教 育 目 標

自ら学 び，心豊かでたくましい子どもの育成

目 指 す 児 童 像

進んで学ぶ子ども 思いやりのある子ども 体をきたえる子ども

【かしこく】 【やさしく】 【たくましく】

○ 本をたくさん読む子 ○さわやかなあいさつができる子 ○ 元気に遊ぶ子

○ よく考え発表する子 ○ 相手の気持ちを考えて 行動 ○ めあてを持って運動する子

○ めあてをもって学び続け する子 ○ 規則正しい生活ができる子

る子 ○ 力を合わせて取り組む子

重 点 努 力 事 項

個に応じた指導を充実させ 教育活動全体を通して人 健康・安全教育の充実を図

基礎的・基本的な内容の定着 間性豊かな心と主体的，自 り，たくましい心身を育成す

を図る。 律的な態度を育成する。 る。

①楽しい授業、分かる授業の ① 縦割り活動，学校行事 ① 体育学習の充実を図り

創造。 児童会活動等を通して， 体力の向上に努める。

②指導体制や指導方法の工夫 集団の一員としての自覚 ② 自然に親しませたり，

・改善と、自ら学び自ら考 と社会性を育成する。 外遊びを奨励し，体力作 り

える力の育成。 ②全職員の共通理解，共通 の日常化に努める。

③「読み 「書き 「計算」 行動により集団生活の規 ③ 業間運動を年間通して」 」

の基礎学力の定着。 律や習慣の定着に努める。 継続し，基礎体力の向上 に

④体験的学習や問題解決的学 ③ 地域の行事に積極的に 努める。

習を通した自ら学ぶ意欲や 参加し，家庭や地域の人 ④ 持久走大会，水泳指導

課題解決能力の育成。 々との交流を通して思い 運動会，スキー教室等の 体

やりの心，感謝の心，愛 育的行事の充実を図り 最後
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⑤ 学習習慣の定着と，家庭 郷心を育成する。 までやりぬく心身の

における基本的生活習慣の ④ 花壇や学習園での栽培 育成に努める。

改善。 活動を通して豊かな情操 ⑤ 学校と家庭との連携を

⑥米作り、ソバ作り等の地域 を育むと共に，潤いのあ 密にし，一人一人の児童 に

の特性を生かした教育活動 る教育環境作りに努める。 応じた健康の保持増進 を図

の推進。 ⑤ 児童の成長が分かる掲 る。

⑦ 学習効果を高めるため教 示物季節に合った掲示物 ⑥ 給食指導や保健指導を

育機器の積極的活用。 を工夫ししっとりとした 通して食育を推進する。⑦

⑧読書環境の整備と、読書意 学習環境作りに努める。 規則正しい生活習慣を

欲の向上。 ⑥ 人に感謝する活動，ボ 身につけさせるため家庭

⑨全職員が積極的に研修 ランティア活動等を通し への啓発を進める。

に励み，専門職として の て，共生の心を育む。 ⑧ 児童の安全を守るため

資質の向上に努める。 ⑦ 子ども一人一人の特性 校舎内外の安全点検を徹

を見極め，長所を伸長し， 底する。

個性豊かな児童の育成に ⑨ 車，水，火，人に対す

努める。 安全指導を徹底する。

⑧ 音楽教育の充実を図る。

⑨ 豊かな感性を育成する。

(9) 主な学校行事：平成１８年度

月 主 な 行 事 等

４ 始業式、入学式、身体測定、１年生を迎える会、種籾播種、学習参観、ＰＴＡ総会

５ 貝吹山登山、グランドゴルフ練習会、交通安全教室、開校記念式、家庭訪問、田植え、

総合検診、児童会総会

第１回持久走大会、プール清掃、歴史発見の旅６ アウトリーチコンサート、避難訓練、

７ プール開き、白石川清掃、学習参観、 花壇の除草、大掃除、終業式湯小っ子祭り、

８ わらじで歩こう七ヶ宿、始業式

プール納め、巡回小劇場、 防犯訓練９ 夏休み宝もの発表会、 合同運動会、花壇の除草、

グランドゴルフ大会、花壇の除草、第２回持久走大会、学習発表会、10

避難訓練、学校音楽祭、球根植え、そば収穫祭11

学習参観、もちつき会、大掃除、終業式12

１ 始業式、スキー教室、校内書きぞめ展、親子雪像作り

２ 親子雪像作り、スキー教室、町小中スキー大会、一日入学、スキー雪上ゲーム大会

３ ６年生を送る会、学習参観、大掃除、卒業式、修了式
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野菜づくり （１０月） わらじで歩こう七ヶ宿（８月）

夏休み宝物発表会（９月） 学区民合同運動会「湯小っ子ソーラン」

学習発表会 （１０月） 七ヶ宿町学校音楽祭 （１１月）

そば収穫祭 スキー教室（１～２月）
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校 木 ななかまど七ヶ宿町立七ヶ宿中学校
開校記念日 ４月１７日

所 在 地 宮城県刈田郡七ヶ宿町字瀬見原１
郵便番号 989-0529 電話 0224-37-2360 ＦＡＸ 0224-37-2387

（1）教職員数

職名 校長 教頭 教諭 講師 養護教諭 事務職員 計ALT
1 1 6 1 9男

1 1 1 3女
1 1 6 1 1 1 1 12計

（2）学級生徒数

学 年 年 年 年 計1 2 3
1 1 1 3学級数
4 5 8 17生 男
7 4 8 19徒 女

11 9 16 36数 計

（3）学校の沿革
平成 関中学校と湯原中学校が つの中 全日本グラススキー大会9.4 1 10

学校に統合され七ヶ宿中学校が開 大回転 位 回転 位2 3
校 東北電力作文コンクール12
七ヶ宿町立七ヶ宿中学校開校式 優秀賞・学校賞
初代校長 小野寺 毅 就任 県青少年読書感想文作文コンクール
仙南中学校ソフトテニス大会 優良賞・研究部会長賞5
男子第 位 平成 東北中学校スキー競技大会3 11.2
白刈地区中学校総合体育大会 名出場6 2
男子バレー優勝（県大会へ） 全国中学校スキー競技大会 名出場1
全日本グラススキー大会 全国下水道作文コンクール入選10 3
（於：秋田県） 白刈地区弁論大会最優秀賞9
中学男子優勝 中学女子優勝 大河原地区読書感想文コンクール10
全日本女子大回転 位 回転 位 最優秀賞3 3
税に関する作文 税についての作文11 11
宮城県納税貯蓄組合連合会長賞 宮城県納税貯蓄組合連合会長賞
全国中学校人権作文コンテスト 平成 県中学校スキー競技大会12 12.1
県大会優秀賞 男子アルペン総合優勝

平成 県中学校スキー競技大会 東北中学校スキー競技大会10.1 2
男子総合優勝 回転第 位3
県書き初め展 硬筆の部 全国中学校スキー競技大会出場
部会長賞 仙南地区中学校バレーボール大会

平成 第 代校長 小島 和夫 就任 男子準優勝（県大会へ）10.4 2
白刈地区中学校陸上大会 県青少年読書感想文コンクール5
女子 優勝 女子三種 優勝 研究部会長賞 毎日新聞社賞100mH A
通信陸上大会宮城大会 平成 第 代校長 庄子 吉平 就任7 12.4 3
女子三種 位 仙南中学校ソフトテニス大会A3 5
県中学陸上大会 女子三種 位 女子優勝A4
（東北大会出場） 白刈地区中学校総合体育大会6
県「福祉の心」作文コンクール 女子ソフトテニス準優勝10
最優秀賞 （県大会出場）
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平成 全日本グラススキー大会 平成 県中学スキー競技大会12.7 17.1
（於：徳島県）大回転 位 女子回転８位8

平成 県中学校スキー大会 東北中学校スキー競技大会１名出場13.1 2
（ ）男子アルペン準優勝 於：福島県猪苗代

男子大回転優勝 男子回転優勝 白刈中体連陸上大会5
東北中学校スキー大会 名出場 男子 優勝2 3000m
全国中学校スキー大会 名出場 女子砲丸投 優勝2 1
県中学校スキー新人大会 白刈地区中学校総合体育大会3 6
男子回転優勝 男子バレーボール部 準優勝
白刈地区中学校陸上大会 県中学校陸上競技大会5 7
女子 優勝 女子砲丸投 優勝100mH

（ ）6 8 :白刈地区中学校総合体育大会 東北中学校陸上競技大会 於秋田県
男子ソフトテニス準優勝 女子砲丸投 ８位
（県大会出場） 白刈地区駅伝大会9
全日本グラススキー大会 男子１区 優勝9
（於：佐賀県） 白刈地区新人大会
中学回転男子 位 大回転 位 男子バレーボール部 優勝2 3

（ ）10 1500 6 :県新人陸上大会 女子 ｍ 位 全日本グラススキー大会 於山形県
平成 県中学校スキー大会 男子大回転 優勝14.1

総合男子準優勝 県新人バレーボール南部予選会11
東北中学校スキー大会 名出場 男子バレーボール部 準優勝4

（ ）3 県中学校新人スキー大会 県大会出場
男子大回転 位 平成 県中学校スキー競技大会4 18.1
白刈中体連陸上大会 女子大回転 ８位5
女子 優勝 東北中学校スキー競技大会１名出場800m 2

（ ）女子 優勝 於山形県1500m :
白刈地区中学校総合体育大会 春季バレーボール大会南部予選会6 2
女子ソフトテニス個人準優勝 男子バレーボール部３位

（ ）(県大会出場) 県大会出場
白刈地区駅伝大会 県中学校新人スキー競技大会9 3
女子第 区 位 男子大回転 優勝1 1

白刈地区中学校新人大会 平成 第 代校長 櫻田 博 就任18.4 5
男子ソフトテニス個人戦優勝
（県大会出場）
全日本グラススキー大会
男子回転 位 大回転 位1 2

平成 県中学校スキー競技大会15.1
男子アルペン総合優勝
男子回転 位 位2 3
男子大回転 位 位2 5
女子回転 位8
女子大回転 位8

東北中学校スキー競技大会
名出場（於：宮城県鬼首）4
男子大回転 位4

全国中学校スキー競技大会
名出場（於：山形県）2

仙南地区中学生バレ－ボ－ル大会2
男子準優勝 （県大会へ）

平成 第 代校長 相澤 得郎 就任15.4 4
白刈地区中学校総合体育大会6
男子バレーボール部準優勝

全日本グラススキー大会9
（於：石川県）

女子回転２位 女子大回転２・３位
平成 白刈地区中学校総合体育大会16.6

男子ソフトテニス部団体優勝
白刈地区駅伝大会9
男子第 区２位1

白刈地区中学校新人大会
男子バレーボール部優勝

全日本グラススキー大会10
（於：徳島県）
男子回転優勝・３位
男子大回転３・４位
男子コンビネーション 優勝
宮城県中学新人バレーボール大会11

南部ブロック予選会
男子バレーボール部準優勝(県大会出場)
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２ ノーチャイム制（4）教育方針
七ヶ宿中学校の生徒としての誇りと連帯感を （生徒の自主性の伸長）

高め，一人一人の自主性・創造性を培い，未来 ３ 地域に根ざした教育活動
（ ， ， ）に生きる健康で人間性豊かな生徒の育成に努 雪囲い作業 スキー教室 キノコ植菌作業など

める。 ４ 生徒に継続的な学習習慣を身に付けさせる
ための漢字検定の実施（年間２０回程度）

「美しい学校」（5）教育目標
１ 思いやりのある生徒（誠実）

（8）校内研究概要○ 集団の中で生活していることを自覚し，
１ 研究計画他人のことも考えて行動できる生徒
① 研究主題２ 考える生徒（英知）
「 ， 」○ 真理を追究し，創造的思考力をもつ生徒 自ら学び 主体的に取り組む生徒の育成
－確かな学力を身に付ける指導法の工夫ー３ たくましい生徒（健康）

② 教科研究，領域○ たくましい身体と強い意志をもつ生徒
各教科

③ 研究年数（３年次）（6）本年度重点努力事項
２ 研究の主な内容と方法１ 教師集団の力の育成と体得

授業研究４回と検討会① 初任層教員の育成と校内研修 授業研究（ ）
の充実

② 社会人としての資質の向上
③ 危機管理能力の育成

２ 複数学級担任制による学級指導の充実
① 生徒一人一人を複数の目で見守り，生徒
理解を深める。

② 複数担任が，個々の良さを発揮しながら
指導技術を高め，互いの人間関係を密にす
る。

３ 生徒と共に歩む教師
① 教師主導ではなく，生徒の脇で同じ方向
に向かって一緒に歩む教師

４ 生徒の自治能力の育成（当たり前のことが
でき，続けられる人づくり）
① 自分たちの課題を自分たちの力で解決さ
せる場の工夫

② 「自分はどうしたいのか」という考えを
もって話し合いに参加できる場の設定

③ 朝会での生徒意見発表による発表能力の
育成

④ コンピュータ・教材の自由活用と共に，
自分たちで管理・大切にする意識の育成

⑤ ノーチャイム制の実施
５ 体験的学習活動の重視

， ，① 知識偏重ではなく 地域の特性を生かし
地域に根ざした教育

② 自然の恵みへの感謝と感動，畏敬，神秘
さへの啓発

６ 学習の充実（生徒の立場に立った授業の展
開）
① 教師不在時（出張等）における授業の充
実

② 教材研究の徹底と指導法の研究
７ 「生きる力」の基盤となる体力づくり
① 全校生徒と全職員が共に汗を流すランニ
ング

② 校内持久走大会（毎月・年間８回）の実
施

③ 全員参加の部活動
８ 家庭・地域社会との連携
① 家庭・学校における役割分担の明確化
② ＰＴＡ行事等への積極的参加
③ 地域に開かれた学校づくり
④ 学校だよりの発行

（7）学校の特色
１ 複数担任制
（各学年 人の担任）2
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（9）主な学校行事

月 主 な 行 事 等

４ 始業式，入学式，対面式，開校記念日， 総会PTA
５ 白刈地区中学校陸上大会，宿泊訓練生徒総会,
６ 白刈地区中学校総合体育大会，期末考査

７ 白刈地区中学校水泳大会，県中学校総合体育大会，学年 ，終業式PTA
８ 始業式

９ 白刈地区中学校駅伝大会，町民体育大会，白刈地区中学校新人大会七中フェスティバル,
修学旅行中間考査，生徒会役員選挙生徒総会10 , ,
期末考査演劇発表会11 ,
学年 ，終業式12 PTA

１ 始業式，校内書き初め展，県中学校スキー大会

２ スキー教室，小中スキー大会，学年末考査

３ 年生を送る会，卒業式，修了式，一日入学 県新人スキー大会 総会3 , PTA,

そば収穫祭 総合演劇公演

宿泊訓練 七中フェスティバル
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８．社会教育（公民館）事業計画

（１）社会教育推進体制の充実

①生涯学習推進体制の整備

望ましい生涯学習社会の体制づくりについて調査・研究を行う。

②民間指導者の育成と協力依頼

１）町内外で特技や専門的知識を持っている人材を発掘し、公民館活動等に指導者と

して協力を依頼する。

２）ボランティア活動を奨励し、その育成を図る。

③生涯学習関係資料の収集と提供

生涯学習を推進するため、関係資料を収集し情報を提供する。

１）各種情報資料の収集と提供

２）町だよりによる広報

３）各種委員・団体役員等の名簿作成

４）行事予定表の作成と配布 第１回行事調整担当者会議 ５月３０日（火）

事前打合会（教委・学校） ２月１４日（水）

第２回行事調整担当者会議 ３月 ６日（火）

④社会教育関係職員の研修派遣

社会教育専門職としての資質向上を図るため派遣する。

⑤公民館長・職員の研修派遣

公民館職員としての資質向上を図るため派遣する。

⑥会 議

１）社会教育委員の会議

◆定 数 社会教育委員 ８名以内

◆設置目的 ・社会教育計画の審議

・社会教育に関する調査、研究

・公民館における各種事業の企画実施について調査審議

◆会 議 第１回会議 ４月 ７日（金）

第２回会議 １２月 ７日（木）

２）分館長・分館主事合同会議

◆定 数 分館長 ９名、 分館主事 ９名（内２名分館長兼務）

◆設置目的 公民館事業及び運営についての連絡調整と情報交換並びに研修

◆会 議 第１回会議 ４月２６日（水）

第２回会議 １２月１３日（水）

１．社会教育基盤の整備充実
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（２）社会教育関係団体の育成

①七ヶ宿町教育推進協議会

家庭教育・学校教育・社会教育の連携・融合（学社連携）を調査研究し、その具体化を

図りながら生涯学習推進への一翼を担う。

１）学社連携事業の研究・推進

２）学社融合への推進研究及び広報

３）青少年健全育成の推進 第１回会議：４月１９日（水）

４）生涯学習推進に係わる研究 第２回会議：９月１２日（火）

町補助金 ２００，０００円 第３回会議：２月２２日（木）

②七ヶ宿町文化協会

継続的に活動を行っている町内の文化団体の連携を深め、活動の組織化を図り、運営体

制の強化を図る。

１）講習会、研究会の開催

２）文化祭、発表会等の開催

３）組織団体の行事に対する後援活動

４）文化団体の作品展示会、文集の発行

組織団体：民謡民舞保存会、山中七ヶ宿太鼓保存会、関神楽保存会、七ヶ宿茶道の会

鼓響、大正琴愛好会、ひまわり会

町補助金 ４５０，０００円 総会：６月 １日（木）

③七ヶ宿町子ども会育成会

子どもたちの自主活動・体験活動等を推進し、青少年健全育成の充実強化を図るととも

に、ジュニアリーダーズサークルの充実、活性化を図って次世代を担う子どもたちを育成

する。

１）地区子ども会育成会相互の連帯と関係機関団体との連絡調整

２）子ども会に関する調整研究及び情報収集、資料の刊行

３）子ども会指導者の養成と確保

４）子どもたちの環境整備の推進

町補助金 ２００，０００円 総会：５月１０日（水）

④すばらしい七ヶ宿を創る協議会

地域社会がより明るい住み良い町であるために、豊かな情操と人間性の育成に努める。

１）地域及び職域における町民運動育成助長に関すること。

２）県及び関係団体との連絡調整に関すること。

３）町民運動に関する調査研究及び広報に関すること。

４）町民運動の実践機関としての任務を遂行すること。

町補助金 １５０，０００円 総会：４月２６日（水）

⑤七ヶ宿町スポーツ・文化振興会

町民のスポーツと文化の振興を喚起し向上を図るため、民間組織としての育成を図る。

１）スポーツ・文化振興基金の設置

２）募金活動

３）スポーツ・文化団体（個人）への資金援助

町補助金 １５０，０００円 理事会：５月２５日（木）

⑥他の社会教育関係団体の支援、育成

体育協会、PTA、ジュニア・リーダーズサークル等
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（３）図書利用の促進

①図書利用の促進

１）図書室の環境整備

本読み応援隊の活動

隊 員…６名

会議等…随時（一月に１回程度）

２）図書の整備（一般向け図書購入）

３）図書利用のＰＲ

４）各分館へ図書配置（移動図書）

５）県図書貸し出しサービス

②子どもの本移動展示会

子どもに関する本を展示し、一般家庭などで新しい子どもの本を選択・購入する際の参

考に供する。

時 期：８月１７日（木）～８月３１日（木）

場 所：活性化センター

展示冊数：３００冊

（１）少年教育

①わんぱく探検スクール（対象：町内小学４～６年生の希望者）

異年齢集団の子どもたちが野外活動を通して、集団のなかでの協調性・社会性・リーダ

ーシップ・忍耐性・自主性や思いやりの心を養うとともに、親の存在感や家庭の大切さを

、 、 。認識させ 自然の大切さと故郷の新しい発見を目指し 生きる力を育むことを目的とする

◆保護者説明会（シリーズ参加児童の保護者が対象）

関 小 学 校：４月２１日（金）

湯原小学校：４月２５日（火）

内 容：事業の趣旨や内容への理解を深め、児童の安全で活発な参加を促す。

１）古道を歩こう〔小坂峠〕

内 容：新緑と史跡にふれながら、昔の人たちの気持ちになって旧街道を歩く。

期 日：５月１３日（土）

場 所：七ヶ宿町～福島県国見町

対 象：小学生と保護者（シリーズ参加者と追加で１～３年生も）

参加料：500円

２）通学合宿

内 容：峠田公民館に宿泊しながら、自主的な生活体験と集団生活を学び、バスで

の通学を行う。

期 日：６月１１日（日）～１６日（金） ５泊６日

場 所：峠田公民館

対 象：シリーズ参加児童（追加で３年生も）

参加料：6,000円

２．社会教育の推進
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３）野外体験キャンプ（青少年指導者研修会（ジュニア・リーダー初級研修会）同時開催）

内 容：テントでの生活、川遊び、不忘山登山、キャンプファイアーなど

期 日：７月３０日（日）～８月１日（火） ２泊３日

場 所：青少年旅行村

対 象：シリーズ参加児童（中学１年生と合同）

参加料：2,000円

４）海の体験合宿

内 容：テントでの生活、海水浴、野外炊飯、海釣りなど

期 日：８月 ７日（月）～９日（水） ２泊３日

場 所：山形県遊佐町

対 象：シリーズ参加児童

参加料：6,000円

５）サバイバル芋煮会

内 容：大自然を有効に活用し、自分たちの力で料理を作る。

期 日：１０月 ７日（土）

場 所：横川地区

対 象：シリーズ参加児童と保護者（追加で１～３年生も）

参加者：500円

②七ヶ宿の歴史探訪

七ヶ宿の歴史を学び、私たちが住むまちのルーツを知り地域愛を深め、人間性豊かな心

を身につける。

内 容：史跡を巡り講師の説明を聞く。クイズの出題もあり。

期 日：７月１９日（水）

場 所：町内および縁のある場所

対 象：関小学校６年生、湯原小学校５，６年生（複式学級のため）

参加料：無し

③親子そば打ち教室

かつて七ヶ宿町の特産品であった「そば」を再認識し、地元産物への理解を深めるとと

もに親子の絆を深める。

内 容：講師の実演を見て、親子で協力して蕎麦を打ち、食べてみる。

期 日：１１月２６日（日）

場 所：開発センター３Ｆ 集会室、調理室

対 象：小学生と保護者

参加料：一家族 1,500円

④クリスマス会（子ども会育成会共催事業）

異年齢集団の子どもたちが、創作活動やジュニア・リーダーとの交流をとおして季節の

行事を楽しむ。

内 容：もの作り、ジュニア・リーダーとのゲームなど

期 日：１２月１６日（土）

場 所：湯原コミュニティセンター

対 象：小学１～６年生

参加料：500円
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⑤第８回七ヶ宿雪合戦大会（子ども会育成会・ジュニア・リーダーズサークル主催事業）

冬期間の屋外活動として「雪」を活用したあそびを探るとともに、ジュニア・リーダー

との交流の中で自然の大切さと七ヶ宿町の特性を学ぶ。

期 日：２月１１日（日）

場 所：峠田公民館

対 象：小学１～６年生（大河原町、柴田町、川崎町含む）

参加料：町内児童は無料、町外児童は500円

⑥青少年指導者研修会（ｼﾞｭﾆｱ･ﾘｰﾀﾞｰ初級研修会を含む）

青少年指導者として、子どもに接する際の基礎知識を学ぶとともに、子ども会活動に必

要な技術・態度等についての研修を行う。

１）事前研修〈理論・方法〉

期 日：７月 ２日（日）

場 所：開発センター２Ｆ

対 象：七ヶ宿中学校１年生

参加料：無し

２）実地研修〈実技 （野外体験キャンプ同時開催）〉

期 日：７月３０日（日）～８月１日（火）

場 所：青少年旅行村

対 象：七ヶ宿中学校１年生

参加料：2,000円

⑦ジュニア・リーダー中級研修会（主催：県教委 共催：県子連、仙南子連 主管：大教事）

、 、地域の子ども会活動の振興を図るために 子ども会の直接的な指導者を育成すると共に

地域ボランティアとしての資質の向上を図る。

期 日：７月２５日（火）～２７日（木）

場 所：蔵王自然の家

対 象：管内ジュニア・リーダー初級研修会修了者

参加料：2,930円

⑧ジュニア・リーダー上級研修会（主催：県教委 共催：県子連 主管：泉が岳青年の家）

地域の子ども会活動の振興に資するため、子ども会の直接的な指導にあたる青少年指導

者に、子ども会活動等に必要な知識、技術、態度等について研修を行う。

期 日：１２月２５日（月）～２７日（水）

場 所：泉が岳自然の家

対 象：県内ジュニア・リーダー中級研修会修了者

参加料：3,000円

⑨管内ジュニア・リーダー交流研修会（主催：開催地教委 主管：開催地子ども会育成会・J・L）

管内で活動するジュニア・リーダーの交流研修を行い、技術の向上と親睦を図り、会員

相互の連携を強化するとともに、これからの活動に役立つ資質を養う。

期 日：１１月１２日（日）

場 所：丸森町町民センター

対 象：管内のジュニア・リーダー
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（２）青年教育

①第５８回成人式

新成人を祝福し、成人者としての自覚を促し意欲を喚起する。また 「町づくりにいか、

に貢献するか」を考えることにより社会参加意識の向上を図る。

期 日：８月１５日（火）

場 所：活性化センター

対 象：新成人

講 演：講師、演題…未定

②ミーティングキャンプinしちかしゅく

県内の青年層が自らで企画した野外体験等をとおして「仲間づくり」と「環境学習」の

機会を持つことにより水源のまち七ヶ宿への関心を持つきっかけとする。

内 容：テントでの生活、講演会、懇親会など（町内の青年で実行委員会立ち上げ）

期 日：８月２６日（土）～２７日（日） １泊２日

場 所：青少年旅行村

対 象：町内外の青年

参加料：未定

③仙南青年文化祭（主催：県教委、２市７町教委 主管：仙南青年文化祭実行委員会）

仙南全域の青年の健全な文化活動の振興と地域青年団体の組織化を図りながら、相互の

、 。交流・親睦を深めると共に 地域住民との幅広い交流を通して青年活動の充実発展に資する

期 日：３月 ４日（日）

場 所：角田市

対 象：管内の青年

（３）成人教育

①地区ぐるみ講座

各地区の要望に応じた講座を開設し、地域における課題解決学習を推進する。

内 容：各地区分館長・分館主事と公民館職員が協議して決定する。

期 日：随時

場 所：各地区分館等

対 象：成人

（４）家庭教育

①子育て支援講座（県からの再委託事業「家庭教育支援総合推進事業」）

家庭教育の在り方を見直すため、乳幼児やこれから小学校へ入学する子どもを持つ親お

よび思春期の子を持つ親を対象にした、家庭教育に関する講座を行う。

第１回 内 容：思春期の親と子のふれあい

期 日：７月

場 所：七ヶ宿中学校

参加者：約８０名予定

対 象：生徒・保護者
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第２回 内 容：親子リズム遊びと昔の手遊び

期 日：９月

場 所：開発センター

参加者：約３０名予定

対 象：未就学児および保護者

第３回 内 容：家庭・親と子コミュニケーション

期 日：１１月

場 所：活性化センター

参加者：約２０名予定

対 象：未就学児および保護者

第４回 内 容：絵本をとおして親子ふれあい学習

期 日：１２月

場 所：関保育所

参加者：約５０名予定

対 象：園児・保護者

②家庭教育資料の配付・貸出

、 、 、手帳 ビデオなどの家庭教育に関する教材を 学習会などの場で活用するよう呼びかけ

関係課等と連携して配付・貸出する。

１）家庭教育手帳 乳幼児編〈ドキドキ子育て〉…母子手帳交付寺に配付

小学校低～中学年編〈ワクワク子育て〉…１日入学時に配付

小学校高～中学生編〈イキイキ子育て〉…PTA行事等で配付

２）家庭教育ビデオ 貸出窓口…保健福祉課、公民館

（５）女性教育

①女性講座

さまざまな技術の習得と、受講生相互の親睦を図る。

期日：随時 場所：町内公共施設 対象：女性

②婦人一泊研修

社会参加の推進を促し、一般教養及び婦人指導者としての資質向上を図る。

期日：未定 場所：婦人会館ほか 対象：女性

（６）高齢者教育

①豊齢者大学

高齢者間の親睦を図りながら高齢者が抱える課題学習をとおして、生き甲斐づくりを行

い社会参加意識の高揚を図る。

運営委員会 期日：４月１８日（火） 場所：活性化センター 対象：運営委員８名

第１回： ５月１７日（水） 第４回：１２月 ６日（水）

第２回： ７月 ６日（木） 第５回： ３月 ８日（木）

第３回：１０月 ５日（木） 第１～５回の内容は運営委員会で決定。
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（７）視聴覚教育

①１６ミリ映写機講習会

学校教育・社会教育における１６ミリ映画利用の意義を理解し、実際に現場で実践でき

る知識と技能を習得する。

期日：５月２９日（月） 場所：活性化センター 対象：一般

②子ども映画会

夏休みを利用して名作映画を鑑賞することにより情操を高める。

期日：８月１１日（金） 場所：活性化センター 対象：幼児～一般

③親子映画会（主催：仙南広域教育委員会 共催：２市７町教委・公民館、(財)仙南文化振興財団）

映画の鑑賞により、親と子のふれあいの場を持つと共に豊かな心を養い、映画がもつ特

性や良さを理解する。

第１回 期日：８月２０日（月） 場所：えずこホール 対象：幼児～一般

第２回 期日：３月１８日（日） 場所：えずこホール 対象：幼児～一般

（８）学社連携事業〔七ヶ宿町教育推進協議会共催事業〕

①地域人材活用事業

町内小・中学校における地域の文化や産業などの学習機会に、地域の人材に協力をいた

だき、大人とのふれあいを通じて子どもたちの「生きる力」を育む。

期日：随時 場所：町内小・中学校等 対象：児童、生徒

町内小・中学校 各１３回程度利用可能 謝礼１回あたり３，０００円を町より支出

②青少年劇場小公演（県補助有り）

優れた芸術文化を身近に鑑賞する機会を提供し、情操を養うと共に、青少年の豊かな人

間形成を図る。

期 日：９月２７日（水）

場 所：活性化センター

対 象：小中学校 児童・生徒

内 容： 林敏（リンミン）中国揚琴（ヤンチン）コンサート」 約６０分「

参加者：約１２０名予定

③こけしの絵付け教室・わら細工教室

、 。郷土の伝統文化に関心をもたせ 郷土を愛する心を育てるとともに地域の方々と交流する

期 日：１０月 ４日（水）

◆こけしの絵付け教室 場所：七ヶ宿中学校 対象：中学１年生

◆わら細工教室 場所：高齢者センター 対象：中学２年生

④学校音楽祭

町内の各学校が一堂に会して音楽活動を行うことにより、情操教育の向上を目指すとと

もに、児童生徒間の交流を図る。

期 日：１１月 １日（水）

場 所：活性化センター

対 象：町内小・中・高校、保護者

参加者：約３２０名予定
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⑤人形劇を楽しむ会

人形劇を楽しく観劇することによって、子どもたちの情緒の発達・人格形成に寄与する

ことを目的とする。

期 日：１１月 ７日（火）

場 所：活性化センター

対 象：関・湯原保育所園児、関小学校１～３学年、湯原小学校１～２学年、保護者

内 容： ちいさいおしろ 「にげだしたパンケーキのおはなし （６０分）「 」 」

参加者：約１００名予定

⑥地域の教育力を考える町民のつどい

将来を担う子ども達を健全に育成するためには、家庭・学校だけでなく地域の人達の協

力が不可欠であり、その役割が如何にあるべきかを認識することを目的とする。

期 日：１１月２３日（木）勤労感謝の日

場 所：活性化センター

対 象：町民一般

演 題：未定

講 師：未定

入場者：約３００名予定

⑦みやぎらしい協働教育推進事業（コラボスクール推進事業：県委託、Ｈ１７～１８）

地域社会と学校教育が，協働で地域の特色を生かした教育活動を実践し，子どもたちの

「生きる力」の育成を図る。

１）七ヶ宿町コラボスクール支援協議会の設置

「七ヶ宿町教育推進協議会」が兼ねる。

２）関小学校区コラボスクール推進協議会（年３回開催）

目 的：事業内容についての検討

メンバー：地域住民，教師，教育委員会職員

３）事業内容

○通学合宿 ○七ヶ宿の歴史探訪 ○炭焼き体験活動 ○その他

（９）芸術文化の振興

①第１６回山中七ヶ宿芸能発表大会（七ヶ宿町文化協会主催事業）

文化協会加盟団体の伝統・創作芸能の活動促進と、相互の連絡調整を図り、文化発展と

伝承を目的とする。

期 日：１１月 ５日（日）

場 所：活性化センター

対 象：一般

内 容：文化協会加盟団体による発表会

②見でけらっしぇおらの作品展

生涯学習社会における自己啓発と自己表現の足掛かりとして、町民が余暇時間等を活用

して取り組んでいる、創作活動の成果を展示発表する。

期 日：１１月 ５日（日）

場 所：活性化センター

対 象：一般

方 法：芸能発表会開催時に展示する。
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（10）スポーツの振興

①みやぎヘルシーふるさとスポーツ祭町内大会

スポーツ活動への参加意欲を喚起し、地域スポーツの振興に寄与すると供に、生涯を通

じてスポーツに親しみ、豊かな生活のより一層の充実を図る。

期 日：７月３０日（日）

場 所：町民グラウンド、七ヶ宿中学校体育館

対 象：一般

②みやぎヘルシーふるさとスポーツ祭第１８回管内大会

期 日：１０月２９日（日）

場 所：村田町

対 象：町内大会予選通過者

③第３７回町民体育大会

体育スポーツの振興と町民の健康の保持増進を目的とする。

期 日：９月２４日（日） 雨天中止

場 所：町民グラウンド

対 象：町民一般、町内保育園児、小・中・高校児童生徒

参加者：約７００名予定

④宮城県グラウンド・ゴルフ大会（県ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ協会主催事業）

「 」 、目 的：ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌを通じて広く県民に 楽しむｽﾎﾟｰﾂ意識 の高揚を図るとともに

参加者相互の交流と親睦を深め、生涯スポーツの振興に寄与することを目的とする。

期 日：５月２８日（日）

場 所：七ヶ宿ダム公園（グラウンドゴルフ場ほか）

対 象：県内ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ協会加盟者

参加者：約７００名予定

⑤グラウンド・ゴルフ大会（町体育協会主催事業）

広く町民がスポーツに親しむ機会と体力の増進・明るく豊かなまちづくりを目指して，

スポーツの日常化を図る。

期 日：１０月１５日（日）

場 所：七ヶ宿ダム公園（グラウンドゴルフ場）

対 象：町民一般

参加者：約１００名予定

⑥親子スキー教室（保健福祉課共催事業）

、 。スキー活動をとおした親子のふれあいと スキー技術の習得及び健康づくりを目的とする

期 日：１月１４日（日）

場 所：七ヶ宿町スキー場

対 象：小学生と保護者

参加料：３００円
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（11）コミュニティ助成事業（自治宝くじ助成事業）

①一般コミュニティ助成事業

住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を

盛り上げることを目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な施設又は設備の整備に関

する事業とする。

対 象：湯原地区自治会（未採択）

内 容：備品等購入（予定）

金 額：１００～２５０万円

②緑化推進コミュニティ助成事業

コミュニティ組織による植樹・植栽又はその維持管理を中心とした緑化推進活動を通じ

て、地域住民のコミュニティ意識の醸成が図られるものとする。

対 象：長老地区自治会（未採択）

内 容：桜等苗木購入、植栽（予定）

金 額：５０～２００万円

③青少年健全育成コミュニティ助成事業

青少年の健全育成に資するため、主として小・中学生が参加する次のソフト事業を対象

としする （親子参加型が優先採択）。

※ 七ヶ宿町の場合は、ジュニア・リーダーズサークルの自主研修事業への支援事業と

いう位置づけで、２年に１回希望申請を出すこととしている。

対 象：七ヶ宿町ｼﾞｭﾆｱ･ﾘｰﾀﾞｰｽﾞｻｰｸﾙ「ぽっぽ組」

内 容：自然体験を主とする研修

金 額：３０～１００万円

（12）文化財保護

①文化財保護の啓蒙・保存・活用

七ヶ宿町の文化財の保護と史跡などの整備充実、文化財保護思想の普及を図る。

１）広報等

期間：随時 場所：町内 対象：町民一般

２）指定・未指定文化財の保護・活用

Ⅰ 町指定天然記念物「大峰桜」保護事業

期間：随時 場所：町内 対象：町民一般

◆大峰桜原木の保護（施肥、草刈り、剪定等）

◆柴田農林高等学校バイオ班生徒による、クローン苗の育成

◆クローン苗の町内植樹・育成

（H16…26本、H17…20本、H18…50本予定）

Ⅱ 平成１８年度 町指定天然記念物「親子松」樹勢回復調査委託事業

期間：平成１８年４月～５月（予定）

場所：字苗代端地内

内容：樹木医による樹勢回復剤投与

備考：松食い虫防除は３年おきに実施必要 （Ｈ１８，２１，２４・・・）。
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Ⅲ 歴史の町・宿場町再現事業（H18～21事業 過疎計画）

目的：これまで文化財保護という限られた観点からの事業を多面的に見つめ直

し、事業効率と効果の両面を向上させるものである。文化財の恒常的な保

護・保存と観光客へのアピールを図り、他町には無い七ヶ宿町独自の色を

見出して行く。

内容：各種標柱等設置業務

史跡標柱、案内杭、説明板 各１０基

道標 ３基、高札場再現 １基

計画：平成１８年度…設置場所の選定と用地交渉

平成１９～２１年度…設計を固め各標柱等を設置すると共に町民への啓

蒙・啓発活動を行う。

平成１９年度…史跡標柱１０基

平成２０年度…案内杭１０基、道標３基

平成２１年度…説明板１０基、高札場１基

Ⅳ 国指定天然記念物「カモシカ」保護・・・滅失等届

Ⅴ その他の文化財・・・随時

３）埋蔵文化財保護・管理事業

Ⅰ 開発等における事前協議

Ⅱ 文化財保護管理指導事業・・・遺跡パトロール、調査、報告（町内５カ所／年）

②文化財保護委員会

保存及び活用のため必要な措置を講じ、もって町民の文化的向上に資するとともに、地

方文化の進歩に貢献することを目的とする。

第１回保護委員会

期 日：５月１８日（木）

対 象：保護委員３名、水と歴史の館館長（県文化財保護地区指導員）

事務担当者

第２回保護委員会（終了後、町内遺跡調査）

期 日：１０月２７日（金）

対 象：保護委員３名、水と歴史の館館長（県文化財保護地区指導員）

事務担当者

保護委員等研修会

２月中旬 （県文化財講演会への参加と自主研修）

平成１８年度 古碑（石碑）調査事業

期 間：平成１８年４月～平成１８年３月末日

場 所：町内全域

内 容：石造文化財の調査記録と保護・啓蒙

対 象：保護委員３名、水と歴史の館館長（県文化財保護地区指導員）

事務担当者

文化財収蔵庫（字神林山）パトロール

毎月、保護委員が輪番制で行う。
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③水と歴史の館

企画展「七ヶ宿の歳時習俗展 ～残したい、伝えたい年中行事～」

期 間：４月１８日（火）～８月２７日（日）

場 所：水と歴史の館

対 象：一般

企画展記念講演「七ヶ宿民俗考（仮 」）

期 日：７月 ８日（土） 13:30～15:00

場 所：水と歴史の館 語らいの広場

対 象：一般



９．社会教育関係施設一覧

Ⅰ．社会教育施設

施 設 名 住 所 電 話 構 造・ 面 積 開設年月

七ケ宿町公民館 関分館 七ケ宿町字関126 37-2195 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ建（ ）
床面積 1,171㎡ S.47.4（開発センター）

横川分館 七ケ宿町字横川11 37-2843 木造一部鉄骨
(横川集落センター) 床面積 395㎡ S.59.4

長老分館 七ケ宿町字柏木山295-1 37-2851 木造 平屋建
床面積 199㎡ H.10.4

滑津分館 七ケ宿町字愛宕下47-1 37-2844 木造一部鉄骨
床面積 500㎡ H. 9.4

峠田分館 七ケ宿町字滝下10-1 37-3452 木造 平屋建
(峠田体育館) 床面積 890㎡ H. 6.4

湯原分館 七ケ宿町字湯原78 37-3454 木造一部鉄骨
床面積 499㎡ H. 6.4（ ）湯原コミュニティーセンター

干蒲分館 七ケ宿町字行人原道上65 37-3455 木造 平屋建
床面積 199㎡ H.12.2

稲子分館 七ケ宿町字稲子11 37-3451 木造 平屋建
床面積 50㎡ S.55.4

矢立分館 七ケ宿町字矢立26-3 37-2090 木造 平屋建
床面積 69㎡ H. 9.4

活性化センター 七ケ宿町字関94 38-1211 鉄筋一部鉄骨
床面積 999㎡ H.11.8

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ建水と歴史の館 七ヶ宿町字上野8-1 37-2739
床面積 1,222㎡ H. 5.4

Ⅱ．社会体育施設

施 設 名 住 所 貸出先 敷地面積 開設年月 備 考
電 話 (利用面積)

七ケ宿町民プール 七ケ宿町字館下25 37-2112 400㎡ S.47.9 屋外 ｰﾙ １ﾌﾟ

多目的グラウンド １七ケ宿町民グランド 七ケ宿町字瀬見原１ 37-2112 17,660㎡ S.55.9
ﾃﾆｽｺｰﾄ( )２面
陸上トラック １

３６



１０．奨学資金貸付事業について

Ⅰ．七ヶ宿町奨学資金貸付基金総額

９,４００万円

Ⅱ．貸付金額
（単位：円）

種 別 毎 一 人 あ た り 月 額

高等学校 専門学校 短 大・大 学

２０，０００ ２０，０００ ３０，０００

Ⅲ．学校別貸付者数
（Ｈ１８年度現在，単位：人）

学校別 高等学校 専門学校 大 学 計短 大・

５ １３ ４０貸付者数 ２２

１１．児童厚生施設

Ⅰ．保育所

施 設 名 住 所 定員 実数 構 造 開設年月 電 話

関 保 育 所 七ケ宿町字瀬見原102 50人 27人 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ建 S.57.4 37-2052

湯原保育所 七ケ宿町字東口道下4-6 30人 木造平屋建 H.元.4 37-315213人

３７




